
令和 3年度学校運営協議会第３回会議 記録 

記録係：阪大病院分教室 

日時 令和４年２月１５日（火） １５：００～１６：３０ 

場所 会議室（オンライン参加あり） 

 

報告・連絡 

（１）令和３年度学校経営計画の評価（案）について  

≪委員からのご意見≫ 

１．切れ目のない支援の推進について 

山田委員…(1)のイについて、何点か質問がある。 

・「ＩＣＴを利用した交流学習」がある項目の中で、評価の欄に「空き教室を利用した配信授業」とい

う取り組み内容を挙げているが、具体的な取組計画・内容に挙げるべきではないか。 

・評価指標と自己評価の順番と箇条書きの位置を合わせたほうが見やすいのではないか。 

・外部講師を利用したプログラミング学習の自己評価が〇になっているが、評価指針では 1 回のと

ころ 3回行っているので◎でもよいのではないか。 

校長…・「空き教室を利用した配信授業」の内容も取組計画に入れればよかったと思う。 

     ・ご指摘の通り、そのほうが見やすくなると思う。。 

     ・もう一度検討し、自己評価については考えたい。 

井村委員…「今年度の重点目標」に(1)と(3)しかないが、(2)は重点目標としては外したということか。 

校長…その通りです。 

井村委員…アの教科会の開催について評価指標が（－）であるがどういうことか。 

校長…計画では 4回実施にしていた。細かいところではもう少し行っているが、全体会は 2回の実

施であった。自己評価についてはどうしようか考えたが、評価できないという意味で（－）とした。 

井村委員…できる範囲で行っているわけなので、評価を〇にできるような文章にするのはどうか。 

高畠委員…コロナ感染症で行うことができなかったものを（－）とするのはどうかという議論は昨年も

あった。やむを得ずできなかったものは評価を考え直してもよいのではないか。 

(3)のイも病棟見学は病棟が外部からの立ち入り制限を行っていたから仕方ないわけで、△でなく

てもよいと思う。 

校長…目標に挙げて、できなかったので△にした。できる状態なのにしなかったわけではないので

自己評価については再度検討する。文章表記を変えることで〇にできる方向でご理解いただける

ならそうしたい。 

精神分教室…参考までに、(3)のイについて感染症が収まっていた時期に地域校等の学校見学が

11件、リモートでの引継ぎも 2件あった。 

 

２． 専門性の向上と支援の継承について 

齋藤委員…論点とは異なるかもしれないが、先進校訪問ができなかったことで使えなくなった予算



はどうしたのか。 

校長…その他の足りないとこにまわすということで対応した。 

井村委員…出張費でわりあてられたものは出張費でしか使えないのか。 

事務長…旅費は旅費でしか使えないが、消耗需用費等に振り替えていることもある。 

井村委員…「わになるシート」が好評だった話を聞いているが、評価に入れてもよいのではないか。 

校長…目標の内容に盛り込んでいなかったので、評価として書きにくい面がった。 

 

３． 安心・安全の学校つくりについて 

齋藤委員…学校備蓄品についてどのようなものを用意されたものか。 

校長…支援学校でも備蓄品を揃えていこうという動きがあり、最低でも 3 日分の飲料水や食料、毛

布などを揃えようとしている。また、今までの研修などの意見から情報の確保が重要であると聞いて

いる。そのためには最低限の情報を得られるための電源確保が必要と考え、発電機を購入しようと

考えている。 

齋藤委員…学校が考えるよりも府教委が考えることではないか。 

校長…大阪府からは非常時に 3 日過ごせる備蓄品といわれている。学校の実態によって違う部分

もある。刀根山支援学校の場合は避難所になっていないので数量としては最低限の数量でもよい

かと考えて動いている。 

井村委員…全体的に◎が少なく控えめに自己評価されている気がするが。 

山田委員…◎が多すぎてもチェックを受けてしまうので、校長の自己評価として尊重してはどうか。 

井村委員…皆さん承認頂けますでしょうか 

校長…ありがとうございました。 

 

（２）令和４年度学校経営計画（案）について 

山田委員…中期目標の書き方について、評価指標の中に目標の数値しか書いていないが、令和

2 年度と令和 3 年度の実績データを載せるように支援学校では府教委からの指示はないのか。高

等学校ではそのような指示が出ているようだが。中期目標なので 3 か年を通して見比べることが大

事ではないか。ただ支援学校は高等学校とは違う一面もあるので確認してみてはどうか。 

校長…確認して対応したい。 

井村委員…以前に筋ジスサミットで先輩が来て講演をする機会があった。オンラインでつながるハ

ードルが下がった今ならできるのではないか。先輩の話を聞く機会は子どもにとって貴重だと思う。 

校長…先輩からの講話は今年度も総合医療センター分教室や大阪精神医療センター分教室で行

っており、本校教育部でも 3月に行う予定である。 

井村委員…令和 4年度の計画として承認したいと思います。 


